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地域の話題 ワークショップとバイキングでにぎわう

in 農ん喜村 1月26,27日

農産物の少ない冬場でも農ん喜村に足を運んでもらおうと企画したワー
クショップ。私も参加しました。いつもは野菜がぎっしりと並んでいるコー
ナーは、この日は、色とりどりのお楽しみコーナーに早変わり。 子どもた
ちは乾燥バナナや色とりどりのボタンなどの様々な素材を使ったマカロン
やイチゴアイスなど美味しそうなスイーツ作りに夢中です。

家族連れでワイワイとお気に入りの
「フェイク(偽)スイーツづくり」

この日は他に、ネイルアート、UVレジ
ンのイヤリングなどの小物、マスキング
テープ、おいしいコーヒー、クッキーや
チーズケーキ、アクアリウムなど、自分で
選んで作れる楽しい体験型のお店が
イッパイ。私も犬の顔のクッキー、チーズ
ケーキ、イヤリングを求め、お隣の喫茶
コーナーでお茶しました。多くの子ども
連れや女性たちが楽しんでいらっしゃい
ました。男性は隣の喫茶コーナーでコー
ヒーを飲みながらのよもやま話に花を咲
かせ、にぎわっていました。

農産物の少ないこの時期でも、お客さ
んに喜んでもらおうと食堂のバイキング
に加えてのアイデア、素晴らしいです。
お店の出店者は町外の方が多かったの
ですが、つながりを生かしての出店だっ
たそうです。

五無斎研究会もスイーツを
販売予定！２．１１ in 農ん喜村

次回2.11には、町内事業者限定でイベント開催を予定し
ているそうです。

町内でもJOYJOY VILLAGEなどの女性グループやジビ
エを活かしたバーガーなどが開発され、お目見えしていま
す。 町内の事業者を応援し、お互いに知り合って販路の
拡大や活性化につながることを期待したいです。

私が携わっている五無斎研究会でも参加したいと思い
ます。150周年事業で開発したカルタ・、スイーツをさらに
知ってもらうことで五無斎さんへの関心が高まればと願っ
ています。本・石の販売もやりますよ。乞うご期待！
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静岡市での研修会土産にと求めたのがコ

レ！直径7㎝のミニバーガー。
メンチカツ・海老カツ・ポテトコロッケ・ヒレカツの
4種類が200円以内というお手頃価格で並んで
いました。思わず全種類を求めました。

お値段もサイズもお手頃で、これなら全部揃
えてもそんなに影響がなく大満足。考えますね。



視察研修より

《街角から》 保育園に絵画2点
寄贈「フランスの人形」「カボチャたち」と題したアクリル

画2点が保育園に寄贈されました。1月30日
作者は中尾にお住いの鉾木伸吉さん。だるまや奴ダ

コなどの明るい色調で書かれたお人形たちと、色とりどり
のカボチャの絵です。鉾木さんは『立科町に住んで20年
になろうとしているので、地域に貢献できればと思いまし
た。子どもたちが楽しんでくれればうれしい」とおっ
しゃっています。

雪の中、街頭から訴え！ in 立科 1.
２５．261月25日は立科町で藤岡県議と街頭宣伝。途中で雪が降ってきまし
たがそのまま続行。藤岡さんの生声をお届けするチャンスはそんなに
多くはないので、一回でも多く街頭宣伝をしようと頑張りました。21日
は朝7時から8時までお付き合いしましたが、指先は凍えて感覚がなく
なるし、防寒靴を履いていますが水が浸みこんできて冷たいし。「なん
としても勝ちぬくぞ」という決意がなければ続きません。これからますま
す寒さが厳しくなります。体に気をつけて頑張ってほしいものです。
「毎月勤労統計調査が不適切に行われ、賃金も上がっていたと増税
の根拠にされていましたが、

躍進のつど
い2.17(日）午後2:00~4:00
老人福祉センター

藤岡県議・村田がご挨拶しま

す。バンド演奏・歌声など楽しい
アトラクションを予定。

みんなで顔を合わせ、元気を政
治を語りましょう。
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来年度予算と地方財政についての学習会に参加。
「財政による中央集権化が進行」との分析。

静岡市で開かれた市町村議会議員研修会に参加
し、「2019年度政府予算案と地方財政の課題」と題
する講義を受けました。

川瀬紀子静岡大学講師(財政学・経済学）のお話し
は専門的でなかなか理解は難しいのですが、大筋
で、政府の目指す方向を知ることができました。

①地方分権一括法が通って以来、地方財政の比重
は増えてはいるが、交付税を年々削減していること。
2007年以来、新型交付税を段階的に導入し、不交
付団体を増やす方向を取っていること。

②業務の民間委託・指定管理制度などを導入し、業
務見直し(経費削減)を実行している自治体の経費水
準を他の自治他の経費の算出に当てはめ、地方交
付税の支出の抑制をはかっていること。(トップラン
ナー方式といいます。）

その根拠そのものが不正確であったことか
ら消費税増税の根拠は崩れました。」「経
済を壊し暮らしを壊す増税は中止すべき
です。」と力強く訴えました。

「フランス人形」は遊戯室の前、
「カボチャたち」は玄関に飾られ
るそうです。

③人件費の抑制・・・「公務員の人件費割合」は
86年31.9%から2005年27.9%へ削減公務員数も
94年328万人から、2017年230万人へと20年連
続削減。（この背景には、平成の大合併や民営
化・外注化、非正規雇用の増大あり。）

④地方交付税は年々減額され続けている。
（2016年度16.7兆円、2019年度15.9兆円に）
また、社会保障費は自然増の分を改悪により
1400億円も圧縮。
・その一方、軍事費は2012年度 約4.7兆円
/2017年度5.1兆円/2018年度5.2兆円/2019年
5.3兆円と7年連続過去最高額を更新中。
・防衛関連の研究費は、大学への補助金を6億
円から110億円超えに大幅に増額し軍事研究を
奨励。
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